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１月１日午後４時 10 分、最大震度７の地震が石川県能登半島に発生、全国に大津波警報

が出されました。そして、翌日の２日、その震災支援に向かおうとしていた海上保安庁の航

空機と日本航空機との衝突事故が起きました。 

歴史ある能登朝市の街並み、羽田空港のＣ滑走路は火の海と化しました。 

被災により尊い命が失われました。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとと

もに、被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。 

地震発生から２週間経ちますが、日を追うごとに震災の実状と被害の大きさが伝わってき

ます。全国各地から支援の手がさしのべられてはいるものの復興の見通しはたっていないよ

うです。 

私は 20 代の頃、仙台に住んでいて震度５強の宮城県沖地震を経験しました。この時の恐

怖が蘇りました。 

今年は甲辰（きのえたつ）の年、甲とは甲乙丙…の十干のはじまりで１番目、辰（十二

支）は架空の生き物の竜（龍）を意味し、竜巻や雷などの自然の躍動を象徴するもの、この

二つが合わさって成功の芽が出るとか縁起の良い年になるという意味が込められているよう

です。 

さて、ことぶき大学の皆さんはどんなお正月を迎えまし 

たか。 

我が家では暮に娘が帰省し、ものすごく久しぶりに紅白 

歌合戦を見て、お正月はお屠蘇で始まり、たくさんのおせち料理とお 

雑煮を食べました。 

そして、１月７日（日）は「はたちを祝う会」が予定通り開催、華 

やかな若者たちの再会と出会いの場となりました。 

混沌としている世の中ですが、心から世界の平和を願ってやみませ 

ん。若者たちを温かく見守り、育てる環境づくりが大人たちの使命だ 

と強く感じます。 
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9 時 30 分 朝の集い、図書館での学習 

9 時 50 分 クラブ学習の準備   

10 時 00 分 クラブ学習  

12 時 00 分 昼食 休憩 

13 時 00 分 健康講座２回目 

14 時 45 分 終了 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

◎ 会場：複合庁舎会議室 AB（C は予備室） 

◎ 日程：  

9 時 00 分 自治会役員集合 諸準備 

9 時 30 分 学生集合 （バス着） 

9 時 40 分 朝の集い しおり配布 

10 時 00 分 「新春の集い」  

校歌斉唱 

学長講話 

10 時 30 分 自治会主催「新春お楽しみ会」 

       市長挨拶  

ビデオ視聴（主張・研究・実践発表） 

ビンゴゲーム大会 

12 時 10 分 終了 昼食は持ち帰り 

（山部校は同会場にて昼食） 

13 時 00 分 バス発 

 

 クラブ学習は卒業記念作品の準備の続きを行

ってください。 

２月 21 日、３月６日にクラブ学習があり、

卒業式が３月 22 日（金）ですので、その１週

間前から卒業記念作品展を複合庁舎１F で開催

する予定です。 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この写真は 2010.1.13（平成 22 年）の新年お

楽しみ会の様子です。 

カラオケ、踊り、手品やゲーム、寸劇なども

していたようです。 

 「一月一日」の合唱も自治会では恒例だった

ようです。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

２月  ７日（水）俳句講座、大学講座 

２月 21 日（水）クラブ学習、コーラス・踊り 

３月  ６日（水）クラブ学習、次年度構想 

３月 22 日（水）卒業・修了式  

３月 27 日（水）合同入学説明会 

 今後の日程をこうしてみていると、令和５年度も

まもなく終わりです。映画同好会活動をせめて一度

はしたいですし、源氏物語「六条御息所の生霊、能

楽 “葵上“も上映したいです。 

まだまだ学びたいこと、楽しいことは一杯ありま

す… 学ぶことに終わりはありません。 

また、皆さんと一緒に思い出づくりを重ねていき

ましょう。 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

「辰」は十二支の中では唯一の架空の生き物、龍（竜）を意味します。水や海の神として祀ら

れてきた龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、「龍

が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきました。 

この 2 つの組み合わせである甲辰には、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」とい

った縁起のよさを表しているといえそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下は「令和元年度“吾が思い出の記”」の表紙と編集後記です。 

ご存じの通り令和元年度では新型コロナ感染拡大のために予定されていた卒業式や入学式が再三延期

され、結局実施されたのが令和２年７月 29 日（水）、卒業・修了式と入学式を併せて開催されました。 

昨年 11 月に実施した「主張・研究・実践発表交流会」が４年振りですので、この「吾が思い出の記」

も４年振りに復活します。 

最終締切を３月６日（水）にしますので、時間はたっぷりあります。楽しみながら自分を振り返って

みることもいいと思います。 

なお、初めての方もおりますので説明します。この「吾が想い出の記」というのは一年間の記念文集

ですから、 

一つ目……原稿用紙を１枚お渡しします。（次回）勿論題名も自由です。勿論、原稿用紙でなくても結 

構です。書きやすいもので結構ですし、メモでも良いです。なお、追加の原稿用紙も OK です。 

二つ目……何をテーマにして良いのかわからないときは、次の５点から選んで書いてください。 

① ことぶき大学で楽しかった学習活動についての感想を書く。 

  講座（大学講座・健康講座・俳句講座）・クラブ学習・同好会活動、研修旅行、学年別研究、三市町 

芸能発表交流会、クリスマスコンサートから選ぶ…たくさんあります。 

② ことぶき大学に入学したいと思ったきっかけや理由について書く。 

③ 今までともに学んできた仲間との思い出を書く。 

④ 私の人生…私生活について、家族について、生まれた時、幼少時、小学校や中学校、高校や大学、

就職、結婚など、また父親、母親からの教えがあればこの機会に書く。（挑戦してみる） 

⑤ これからの人生について…こんなことをしたい……まだまだしたいことがたくさんあるでしょ！！

「旅行」もいいですね。もう一度行ってみたいところはどこですか。「思いっきりオシャレして…

…コンサートはどうですか」……だいたいこれくらいで、自分の書くテーマが浮かんでくるかも知

れません。 

 でも、いざ書こうとすると勇気がいるものです。「こんなこと書いても……」と、でも小説や作 

り話ではありませんので、超個人的であればあるほどが良いのです。 

三つ目……それでも書くのが苦手な人、そんな方は書くだけが表現方法ではありません。 

① 書きたいことを誰かにお話しして文章にしてもらう。（源氏物語のようですね） 

➁  文字は苦手だけど、絵や写真ならいい 

（ただし、ちょっとだけその絵や写真へ 

の思いのコメントはつけてください） 

③ 「詩」「川柳」「短歌」「俳句」「イラ 

                             スト」も良いですね。   

四つ目 これで最後になりますが、ど 

うしても文章がまとまらない場合は、 

若い頃の写真
．．．．．．

を載せるのもいいんじゃ 

ないでしょうか。 

３月６日までにお願いします。 

  楽しみに待ってます！！ 

                               

 

します。待ってます！！ 

吾が思い出の記 
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毎年、我が家ではカレンダーを制作しています。麓郷の自然や身近な風景だけでなく、家

族、妻が制作したものもカレンダーにしています。 

昨年、妻はマリリン・モンローを作ったことをきっかけに、いろいろな人形制作に挑戦し

ました。私はその人形をモデルに撮影を重ね、カレンダーのロゴを入れ印刷しました。 

 今年の２月か３月、短期間の個展を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、NHKの大河ドラマ「光る君へ」がスタートしました。この日曜日に 2回目が放送さ

れましたが、第一話では紫式部の子役の落井実結子（おちいみゆこ）ちゃん、その弟役湯田

幸希（ゆた こうき）くんの演技が飛びぬけていて、次が楽しみになりました。ぎこちない大

人の役者たちとは対象的にこの子役たちの存在はとても大きく興味を引くものでした。 

 源氏物語はあくまでも長編恋愛小説とするのか、歴史を通して実在している人物をモデル

として歴史を扱っていくのか、この原作者である大石静さんのシナリオに興味をもって見て

いきたいです。平安時代も現在も、日本でも世界のどこでも、人間の心理というものは一つ

も変わっていません。 

 書き言葉のない平安時代、漢文は男性、ひらがなが女性の心を表現しうる唯一の手段…自

分の心をどう相手に伝えようか…現代に失われつつある言葉の持つ美しさと繊細な心の動き

について考える機会にしたいです。 

そして、流れるような美しい“ひらがな”文字……人気が出そうです… 

いろいろなことはありますが、今年も大いに学び、笑顔で楽しい人生を送りましょう！！ 

  


